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１．研究計画の概要 
（１）複素積分の立場からのド・ラーム理論
の研究はセルバーグ型積分を具体例に採り
あげて，その指数がジェネリシティー条件を
外れる場合に，捩れ（コ）ホモロジーの消滅・
非消滅の条件，各次元の決定，局所有限なサ
イクルによるホモロジーと有限なサイクル
によるホモロジーの比較をする．さらに，こ
のときに生じる核の分析や，正則化可能サイ
クルの空間における旨い基底の発見交差数
の明示的表示などを得る．一般論の構築を目
指すが，欲張らずに，まずは具体例の計算例
を積み重ねる． 
（２）ヘッケ環や量子群のド・ラーム・ホモ
ロジーにおける位相幾何学的な表現の深
化・発展を行う． 具体的には，捩れサイク
ル上にバーマン・ヴェンツエル・-村上代数の
表現を実現すること，それらの既約性を明ら
かにすること，B,C,D 型のヘッケ代数の表現
を実現することなどがある． 
（３） ジョーンズ多項式のような量子不変
量と捩れホモロジーとの関係を調べるため
に，ビゲローによる位相不変量の研究との比
較・対照を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）一般超幾何函数のモノドロミー群を具

体的に計算するという仕事は古典的な問題で

あるが，具体的なサイクルを追跡しながら決

定する技術が不足していたために，不満足な

形の結果が殆どであった．これに対し，代表

者は，近年開発した方法を用いて，具体的に

書き下すことを行った．そして，その具体的

表示を利用することにより，モノドロミー表

現の既約性に関する十分条件を決定すること

ができた．  

（２）微分方程式の解の接続問題が，ねじれ

ホモロジーの交叉数の計算とベータ積分を一

般化したようなある種の定積分の計算に帰着

されるということがわかった．そして，一般

超幾何函数の場合に，それを実行した． 

（３）Even 4と呼ばれる微分方程式の解の接

続問題を原岡喜重（熊大・自然）との共同研

究により解いた 

（４）アクセサリー・パラメタの無いフック

ス型微分方程式において，横山利章（千葉工

大）の分類したリストは，系統的に議論でき

る数少ない例になっている．代表者は，この

系列のすべてに対して，解の積分表示を与える

ことに成功した．その際，いくつかの系列を統合

する，新しい微分方程式を構成するという発展も

あった． 

（５）リンクの不変量であるジョーンズ多項式を

セルバーグ型積分に付随する捩れホモロジーの交

叉数を用いることにより定式化した．そして，こ

の定式化によって，２ブリッジノット，トーラス

ノットの３本線の場合，プレッツルの特別な

場合に，ジョーンズ多項式の具体的表示を導

いた．   

    
３． 現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由）具体例に即して，精密な議論を積み
重ねることで，ねじれホモロジーの基本的性
質の理解に進展がある．このことは，上記の



進捗状況によりわかることと思う．しかし，
一方で，一般論の構築にはまだまだである． 
 
４．今後の研究の推進方策 
地道に継続するしかない． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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